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平成 ３１年 ２月 ２７日
県政記者クラブ　　御中
［  取 材 依 頼  ］

	取材項目
	㈱ジェイエイフーズみやざき ６次産業化アワード優良事例表彰式への出席

	取材内容
目    的
趣旨など
	１．内容

　（株）ジェイエイフーズみやざきは、優れた６次産業の取り組みが評価され、６次産業化推進協議会の審査により食料産業局長賞の受賞が決定し、優良事例表彰式に出席する。
この表彰事業は、６次産業化推進協議会が主催するもので６次産業化の更なる推進に向けて、その取り組み事例を全国から募集し、地域活性化や事業の新規性・発展性等の観点で特に優れた事例を表彰するものである。
このたび、全国から７２点の応募があった中で、農林水産大臣賞１点、食料産業局長賞４点、奨励賞１０点の中で農林水産大臣賞に次ぐ、食料産業局長賞を受賞した。
○受賞事業者
農林水産大臣賞：　㈱オオヤブデイリーファーム

食料産業局長賞：・農事組合法人サンエスファーム
　　　　　　　　　　・㈱ジェイエイフーズみやざき
・堀口製茶　有限会社

　　　　　　　　　　・カミチクグループ
奨励賞：※省略
○６次産業化アワードとは
６次産業化アワードは、６次産業化に取り組む農林漁業者等を全国的な視点で支援するための農林水産省の補助事業であり、６次産業化の事例を収集し、外部有識者による審査を経て選定した優良事例の表彰式及び発表会を開催している。
２．受賞理由
　２０１０年に発生した口蹄疫からの復興や特産の葉タバコの需要減といった状況を踏まえ、地域の新たな産地づくりとして栽培されていたほうれん草を加工するためにジェイフーズみやざきは設立され、冷凍・カット加工が可能な工場を建設した。そして、安定して効率的に出荷できる生産・加工・販売の一貫体制を確立し、「産地づくり」と「冷凍野菜事業」の2つを柱とした新たなビジネスモデルを構築した。その結果、沈んだ地域農業の復興と新たな地域産業・雇用の創出をもたらしたことが今回の受賞につながった。
３．ジェイエイフーズみやざきの特長
1 ほうれん草は自社とＪＡ（６２戸、９４ｈａ）で生産しており、ＧＬＯＢＡＬ ＧＡＰを取得して産地形成を図っている。
2 新鮮さを保つために、ほうれん草を工場の２０キロ圏内で栽培し、収穫後３０分以内に工場に搬入、原則２４時間以内に急速冷凍している。
3 冷凍野菜で国内初の機能性表示食品として２０１８年５月に認められ、光の刺激から目を保護するといわれている「ルテイン」を含んでいる。
なお、今年度のほうれん草の生育状況は平年並みであり、
生産量は約２，８００トン、出荷量は約１，４００トンを予定している。
４．その他
※今回の受賞に伴い、西都市長への表敬訪問を行う。
　○ 日時　　３月１２日（火）１３：００～
　○ 場所　　西都市役所


	日    時
	　平成31年　3　月　5　日　（火）　13　：　30　　～　16 ： 00　
【第１部：　表彰式／13：30～　　第2部：　交流会／15：15～】　

	場    所
	　ベイサイドホテルアジュール竹芝 14F 「天平」

　〒105-0022　東京都港区海岸1-11-2

	担当部署
（問合せ先）
	ジェイエイフーズみやざき　（担当者　：　川口・税田　）
ＪＡ宮崎経済連　企画広報課　 (担当者　：　横山　　)　
	電話　（０９８３）　４３－　５３５１
（０９８５）　３１－　２１５０

	添付資料
	

	備    考
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